
令和３年度版　　国土交通省 土木工事標準積算基準書（河川・道路編）訂正情報

頁 項目 訂正前 訂正後

Ⅳ-7-⑲-12 ⑲ 橋台・橋脚工

⑲－１ 橋台・橋

脚工（１）（構造

物単位）

Ⅳ-7-⑲-12 

（３）逆Ｔ式橋台10㎥当り単価表〔橋台・橋脚工(１)〕 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 
土木一般世話役  人  表3.7～表3.12 
特 殊 作 業 員  〃  〃 
型 わ く 工  〃  〃 
と び 工  〃  〃 
普 通 作 業 員  〃  〃 
コ ン ク リ ー ト  ㎥ 10.2  

コンクリートポンプ車運転 トラック架装・ブーム式 
圧送能力90～110㎥／ｈ 日 0.06 

表3.7～表3.12 
機械損料 

圧送管組立・撤去費  ㎥ 10 
単価表(4) 
必要に応じて計上
（注） 

養生工(特殊養生)  式 1 
必要に応じて計上
（注） 

雑
工
種 

基礎材敷設転圧  〃 1 必要に応じて計上 
均しコンクリート打設  〃 1 〃 

諸 雑 費  〃 1 表3.7～表3.12 
計     

（注）１．圧送管組立・撤去費，養生工（特殊養生）を計上した場合は諸雑費の対象と
しない。 

２．養生工（特殊養生）については，「第Ⅱ編第４章コンクリート工①コンクリ

ート工５－３養生工（特殊養生）」，「第Ⅱ編第５章仮設工⑬－２雪寒仮囲い

工５．養生工」によるものとする。 
 
（４）圧送管組立・撤去費単価表（橋台・橋脚10㎥当り）  
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 
普 通 作 業 員  人 0.46×L／B  
諸 雑 費  式 1  

計     
（注）１．Ｌは，コンクリートポンプ車から作業範囲30ｍを超えた部分の圧送管延長と

する。 
２．Ｂ：標準日打設量＝110㎥ 

 
 

 

Ⅳ-7-⑲-12 

（３）逆Ｔ式橋台10㎥当り単価表〔橋台・橋脚工(１)〕 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 
土木一般世話役  人  表3.7～表3.12 
特 殊 作 業 員  〃  〃 
型 わ く 工  〃  〃 
と び 工  〃  〃 
普 通 作 業 員  〃  〃 
コ ン ク リ ー ト  ㎥ 10.2  

コンクリートポンプ車運転 トラック架装・ブーム式 
圧送能力90～110㎥／ｈ 日 0.06 

表3.7～表3.12 
機械損料 

圧送管組立・撤去費  ㎥ 10 
単価表(4) 
必要に応じて計上
（注） 

養生工(特殊養生)  式 1 
必要に応じて計上
（注） 

雑
工
種 

基礎材敷設転圧  〃 1 必要に応じて計上 
均しコンクリート打設  〃 1 〃 

諸 雑 費  〃 1 表3.7～表3.12 
計     

（注）１．圧送管組立・撤去費，養生工（特殊養生）を計上した場合は諸雑費の対象と
しない。 

２．養生工（特殊養生）については，「第Ⅱ編第４章コンクリート工①コンクリ

ート工５－３養生工（特殊養生）」，「第Ⅱ編第５章仮設工⑬－２雪寒仮囲い

工５．養生工」によるものとする。 
 
（４）圧送管組立・撤去費単価表（橋台・橋脚10㎥当り）  
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 
普 通 作 業 員  人 0.46×L／B  
諸 雑 費  式 1  

計     
（注）１．Ｌは，コンクリートポンプ車から作業範囲30ｍを超えた部分の圧送管延長と

する。 
２．Ｂ：標準日打設量＝110㎥ 

 
（５）機械運転単価表 
 

機 械 名 規 格 適 用 単 価 表 指 定 事 項 

コ ン ク リ ー ト 
ポ ン プ 車 

トラック架装・ブーム式  
圧送能力90～110㎥／ｈ 機－20 

機 械 損 料 1→コンクリート 
ポンプ車 

運転労務数量→ 1.00 
燃料消費量→82 
機械損料数量→ 1.03 
機 械 損 料 2→コンクリート 
       圧送管(径125㎜) 
単 位→ｍ・供用日 
数 量→L×1.03 

(注) Ｌは，コンクリートポンプ車から作業範囲30ｍを超えた部分の圧送管延長とする。 
 

 
 

(2021年７月)

禁無断複製・転載


